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もし泊原子力発電所で、福島原発のような事故が起きたら？
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下の図は、今回の福島第1原発と同規模の事故が泊原子量発電所で発生した場合、どのように放射能が拡散するかをシュミレーションしたものです。福島第1原発で実際に拡散した放射能を北海道に重ねてみました。

積丹半島一帯、岩内、仁木、赤井川、小樽市、札幌市～千歳、室蘭方面まで高濃度の放射能汚染地域に入ることがわかります。北海道最大の都市である札幌市に向かって放射能が直撃する位置に泊原発があるのです。
　

泊原発避難地域を拡大　30km圏を対象に！

今回の地震被害を受けて泊原発事故を想定し、道は避難地域を30km圏内、9町村に拡大する方針を検討することになりました。
現在は10km圏内だったため仁木町は対象外でした。そのため緊急時の安定ヨウソ剤など何も準備できていません。
札幌市は見直しを変える予定はないとのことですが、上図の放射能拡散予想図を見れば、現実には30km圏内をはるかにこえて高濃度の放射能が拡散します。札幌市までの到達時間は風速によりますが２～３時間もあれば十分届いてしまいます。
銀山は直線距離で20kmなので早ければ30～40分で到達します。避難できる時間は限られています。乳幼児の被曝を緊急に防ぐために、安定ヨード剤の完備は必須です。チェルノブイリ原発事故では初期にⅠ131(ﾖｰｿ131）により被曝した乳幼児が3～4年後に甲状腺ガンを多発しました。
避難地域の拡大はした方が良いとは思いますが、現実の事故になった場合ははるかに超えて被害がでます。日本列島に吹き付ける風の向きを考えれば、泊原発の位置はもっとも被害を出てしまう位置にあることになるのです。

　
下請け作業員2名、急性放射線障害で緊急入院！
400mSv/hの強い放射線を出す水で被曝。

原子炉の復旧を目指して、建物内部の地下で作業員2名が強い放射線に被曝し、緊急入院する事故が起きました。500mSv/hという強い放射線を出す汚染された水に足を触れてしまったのです。
作業員の皮膚にはやけどをしたようなあとが見られました。これは急性放射性障害で見られる皮膚の紅斑(こうはん)とよばれる症状だと思われます。自然と科学なんでもニュース6号で紹介した3000～5000mSv(総量)を浴びたときの症状にも見えます。おそらく水に触れたまま、一定時間作業し続けてしまった可能性があります。*その後、警報アラームを誤作動と判断して作業していたことがわかりました。
通常のやけどであれば細胞組織が再生し回復に向かいます。しかし、「放射線熱傷」や「β線熱傷」と呼ばれるやけどは放射線によって染色体(遺伝子)が破壊されるため、細胞の回復機能は働かず長期にわたって炎症が続きやがて壊死します。広い範囲を切り取って捨てるか，場合によっては切断しなければなりません。「治らないやけど」という表現が近いかもしれません。そこまでひどい状態でないことを願います。
放射能、体内被曝、放射能の半減期について
　
放射性線を出す物質(元素)のことを放射能といいます。出てくる放射線の強さの単位をベクレルといいます。電球のワット数のようなイメージでとらえるといいでしょう。100Wの電球は光を出す能力が大きくなります。出てくる光が放射線で、Ｗ数がベクレルにあたります。強い光でも遠くにあれば当たる光は弱くなります。逆にW数が小さい電球でも目の前で見るとまぶしくし感じます。
食品として放射能を体内に取り込むと、細胞との距離がごく近くなり、染色体を傷つけやすくなります。こうした状態を体内被曝といいます。体の外から強い放射線を浴びても健康被害は出ますが、弱い放射線であっても体内に取り込むと長期間にわたって細胞を被曝し続け、さまざまな障害を引き起こすのです。野菜。水道水から検出された放射線は、ごく弱い放射線です。しかし、体内に取り込むと体内被曝につながることから摂取制限が出されているのです。

放射線を出す能力が半分になる期間を半減期といいます。半減期の短い物質ほどエネルギーを一挙に放出してちがう物質に変化していきます。原発で使用されるウラン燃料はそのままでは半減期が45億6000万年かかります。ここに原子を構成する中性子をぶつけると核分裂し高いエネルギーを放出して、セシウム・ヨウ素・プルトニウムといった物質に分裂するのです。
今回、各地に拡散した放射能はこのセシウム137・ヨウ素131とよばれる強い放射線を出す物質です。比較的半減期が短い物質ですが、初期の放射線の強さが大きいのが特徴です。福島第1原発3号機にはプルトニウムをまぜたMOX燃料が使用されています。半減期が2万4千100年という物質が環境中に放出されると、汚染地域は半永久的に立ち入り禁止区域になるおそれがあります。こうした危険性は早くから指摘されていました。ありもしない「安全神話」にしがみつき、冷静な議論と判断をしてこなかったことが悔やまれます。
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